
自らの体験を元に開発された機能と聞きましたが？

　建築分野では、BIMという建物のデータを設計して作るところから現場、そしてその後の管理も含めたライフサイクルの中で一元管理
をしていこうという大きな流れが起きていて、建築CADがどんどん3D化していきました。その大きな流れの中で、当然ユーザー様からも
3次元データを使っていきたいという話があり、それらの要望に応えるために、開発することになりました。

　実は開発に携わる前に受託解析などで解析を担当していた時期もありました。その当時は2次元図面をお借りして、それをもとに
STREAM®の中で3次元化してモデリングする作業をしていましたが、誤解を恐れずにいいますと、「かなり面倒！」だと思っていました。
3次元のデータがあれば、簡単に解析をしてしまえるのに。そんな思いを抱えながら解析をしていました。また、2次元図面からモデリン
グしていくと、3次元モデルを正確に再現するのが難しいケースもあります。流行のBIMCADをそのまま読み込めれば、簡単に作業が終わ
る！という思いは私も持っており、当時に欲しかった機能を盛り込んで開発を進めました。

なぜIFCではなくオリジナルデータなのか？

　今回のインターフェースの一つの特徴はオリジナルのデータを直接読み込むことができるところにあります。3次元建築CADの間で
は、共通のデータフォーマットとしてIFCという形式がありますが、IFCを通じたデータ交換では情報が欠落してしまうという問題があ
りました。たとえば、IFCでは部品面の構成などを把握できませんでした。建築CADと熱流体解析では必要な情報が違うので、データの
欠落が起こりやすいようです。また、CAD上ではぴったりとくっついているように描かれているデータも、解析用のデータとして読み込
むと、面が離れてしまうという問題もよくあります。面が繋がっていなければ、流体解析に使用するのは困難です。その点、オリジナルデー
タを利用すると、床の情報や高さ情報などを
認識して、内部で修正をしていくことも可能
になります。ソフトウェアの機能の作り込み
で、データの不具合を修復できるところは、
お客様が解析を実行していくうえで、最もメ
リットの大きな点ではないかと思っていま
す。また、このオプション機能は建築CADに
アドインした状態で機能しているので、図の
ようにメニューにSTREAMというタブが追加
される形になります。データの物性情報など
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もCAD上で登録ができるので、設計者が
より使い慣れた環境で設定ができ、また、
CADデータを渡すだけで、解析の設定情
報をほかのマシンで参照することも可能
になります。

開発にあたっての苦労や発見など
をお聞かせください

　建築CADに触ったのは初めてでした
が、建築CADと製造業のCADの文化や、
考え方の違いに戸惑いました。製造業の
CADはスイープ（平面に2次元で製図し、
それを押し出すこと）し、削るといった
作り方をしますが、建築CADはドアの部
品をそこに設置するようなイメージでモ
デリングが進められていきます。階段も
柱も、全てが部品として存在していて建
物全体をつくっていくので、端的な違い
は部品点数が非常に増えるという点が挙
げられます。柱の小さな部品が100個く
らいずらっとあり、窓部品も同様にたく
さん存在するような形になります。その
ような中で、どのように部品を扱うかを
考えるのが大変でした。

　また、出力される形状は、解析に使え
るような精度を持っていなかったので、
そこを自動で修正し、クリーニングする
部分の作りこみも大変でした。逆に、解
析には使われないような細かい部品が作
り込まれているケースもあります。たと
えば、ドアがわかりやすいと思うのです
が、ノブや鍵穴まで作りこまれていたり
します。そのような部品があると、余計
なメッシュを作ってしまい、解析精度の
低下を招くので、簡略化するという方法
で回避しています。このようなSTREAM
と建築CADの部品の取り扱いの違い、文
化の差は微調整の繰り返しとなり、作り
込みには苦労がありました。

　部品点数が多くなってしまうという問
題には、出力部品を制限するという機能
のほかに、グループをいくつかに分ける
という手法を導入しました。STREAMに
データが渡った時に視覚的に取り扱いや
すくなるように、階層として表現する機
能を設けました。

　たとえば床や壁など、部品の種類ごと
の分類をカテゴリと呼んでいますが、カ

テゴリ毎にグループを作り、ツリー形状
にすることで見やすくなるように工夫し
ています。また、家具など通常は解析に
は利用しないようなデータに関しては、
あらかじめSTREAMにはデータを渡さな
いこともでき、できる限りシンプルな形
で解析がスタートができるようにしてい
ます。

お客様からのフィードバック

　それから、パイロットユーザーとして、
ご協力して頂いたお客様（日建設計様他）
からの意見も取り入れさせていただきま
した。性能面での強化が中心ですが、機
能面で一つ例を挙げると、建築CADから
出力する部品名のカスタマイズという機
能があります（ARCHICADのみ）。ユー
ザー様によって建築CAD上にあるどの情
報を部品の名前に使うかはさまざまで、
塗りつぶし名やレイヤー名、部品のIDな
どを分類名として利用しているといった
現場レベルでの声を聞かせて頂けたのは
本当に大きいと思っています。この分類
を上手に現場では使っているのですが、
私はそこまで把握できてはいなかったの
で、実際に使って頂き要望をお聞きして、
初めて実現できた機能の一つだと思って
います。具体的には、ARCHICADの各情
報（階層、カテゴリー、切断塗りつぶし、
ID、レイヤー）を部品名に反映できるよ
うに準備してあり、どれを使用するか、
順番をどの並びにするかといったことが
指定できます。（図5参照）。先頭に適切
な情報を選択することで、STREAMの部
品一覧表の並び替えなどの際に、思い通
りに整頓されるので、作業効率の向上が
期待できます。ちょっとしたことですが、
開発現場ならではの声を反映した機能で
はないかと思います。性能面でも、実際
の物件を使ってのトライアンドエラーを
繰り返してきたおかげで、実用的な性能
を実現できたと考えています。

結果どのようなものができました
か？
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図3　Autodesk® Revit® Architectureのアドインイメージ
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　その他には機能としては、物件の地理
情報を入力できるプロジェクト設定や、
データの簡略化機能があります。

　簡略化の例を一つ挙げますと、窓ガラ
スをどのように扱えば良いか？という問
題によく遭遇します。温熱環境解析をす

る場合、CAD図面上に描かれた数センチ
の窓ガラスの厚みをそのまま解析に用い
ると、あまり重要でない部分に大きな計
算コストを費やしてしまう一因となりま
す。そこで、簡略化機能を実装し、厚み
を壁厚に合わせたモデルにも自動で変換
できるように工夫しています。

　1つや2つであれば、手でモデルを作っ
ていってもよいですが、ビルなど規模の
大きな物件になると、多数の窓が存在す
るので、やはり自動で処理する工夫が必
要になります。自動でモデル化すること

で、手作業のモデル修正や計算負荷を軽
減し、短い時間で結果まで導き出すこと
が可能になると思います。

機能の構成や簡単な使い方を教え
てください

　使っていくうえでのコツとしては、一
般論になってはしまいますが、解析に不
必要なデータは極力省いた状態でCAD側
からSTREAMに渡すことが重要になりま
す。また、CADには検索、抽出などの優
れた部品管理機能がありますので、それ
らの機能と連携して解析条件設定などを
していただけると、よりスムーズに作業
が進められると思います。

最後にユーザー様にひとことお願
いします

　今後、BIM文化の浸透に伴い、三次元
での建築CADデータの利用はますます広
がりを見せていくと思います。オプショ
ン機能を使って、CADデータをうまく利
用して、環境設計に役立てて頂ければ嬉
しいです。ご要望などがありましたら、
ぜひお聞かせください。
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図4　部品一覧表
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図7　簡略化機能
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•ARCHICADの各情報を部品名
に反映。［階層］、［カテゴ
リー］、［切断塗りつぶし］、
［ID］、［レイヤー］を使用可能。

•どれを使用するか、および先
頭に使用する情報を選択可
能。左記の例では［レイヤー］
が未使用で、先頭に［階層］を
指定。

•先頭に適切な情報を選択す
ることで、部品一覧表の並び
替えなどの作業効率が向上。

図5　部品名のカスタマイズ（ARCHICADのみ）



※STREAMは、日本における株式会社ソフトウェアクレイドルの登録商標です。
※Autodesk, Revitは、米国および／またはその他の国々における、Autodesk, Inc., その他子会社、関連会社の登録商標または商標です。
※ARCHICADは、全世界における、GRAPHISOFT R&D Rt.の登録商標または商標です。
※その他、本パンフレットに記載されている会社名、製品・サービス名は、各社の商標または登録商標です。
※本資料の内容、テキスト、画像等の無断転載・無断使用を固く禁じます。
※本パンフレットに掲載されている製品の内容・仕様は2013年9月現在のもので、予告なしに変更する場合があります。
　また、誤植または図、写真の誤りについて弊社は一切の責任を負いません。
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STREAMが採用する直交構造格子は計算用格子作成が非常に簡便で、高速に演算が
できます。微小な曲面や斜面を忠実に再現しなくても全体の流れを検討できる対象
物において、最大のパフォーマンスを発揮します。また、離散化手法として多くの
熱流体解析で採用している有限体積法を用い、1000万要素の解析でも約5.5GB程度
のメモリで計算が可能です。さらに、VBインターフェースやテーブル入力型の関数
登録など、お客様用にカスタマイズできる機能も充実しています。
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